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傘のシェアリングサービスを阪神電車全線に拡大 

 

阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：久須勇介）では、７月２日（水）、傘の

シェアリングサービス「アイカサ」の設置駅を３９駅から４５駅に拡充します。武庫川線にも設

置することで、阪神電車全線で利用が可能となります。 

駅や街中で手軽に借りられる傘のシェアリングサービス「アイカサ」は、お客さまの利便性向

上や傘の廃棄削減を通じて環境負荷の軽減にも貢献するサービスで、関西では、２０２０年６月

に当社が初めて導入しました。さらに、本日、株式会社 Nature Innovation Group、当社、阪急

電鉄、旭化成ホームプロダクツ、Osaka Metro、JR 西日本が連携し、梅田・大阪エリアを中心に

傘のシェアリングサービス「アイカサ」の普及を進める「傘のいらない街 大阪」が始動しまし

た。 

当社では、昨年から阪神グループらしい提供価値を「あたたかさ」「ほんまもん」「先進性」

と定め、阪神ブランドの確立に取り組んでおり、利便性や品質の高さ、IoT 技術を活用した運営

を実現しているアイカサは、当社グループが目指す提供価値と共通するサービスであると考え

ています。 

当社では、今年４月に開業１２０周年を迎え、鉄道全線におけるカーボンニュートラル運行の

開始や、ゼロカーボンベースボールパークの開業、阪神甲子園球場の実質再エネ１００％化など

に取り組んでいます。今後もこうした活動を通じて、サステナブルな社会の実現を目指していき

ます。 

「アイカサ」の阪神電車全線への設置拡大の詳細は、次のとおりです。 

 

１ アイカサスポット設置駅の拡大 

（１）増設駅 

 香櫨園駅、住吉駅、石屋川駅、春日野道駅、福駅、武庫川団地前駅 

※各駅の改札外に１か所設置 

※３９駅・４９か所から４５駅５５か所、阪神電車全線に拡充 

（２）増設日 

 ７月２日（水） 

２ オリジナルデザイン傘の設置 

阪神グループが進めるブランド価値経営のロ

ゴマークやカラーをあしらったオリジナルデザ

インの傘を設置しました。 

この傘を通じて、阪神グループが大切にする阪

神らしさを感じていただきたいと考えています。 



 

 

（参考） 

１ 利用方法 

専用アプリを通じて貸出・返却が可能で、アイカサスポットであればどこでも返却可能 

２ 利用料金 

  ・２４時間１４０円／本（同月内最大５６０円） 

・月額２８０円（同時レンタル２本まで可） 

  詳細は、アイカサのウェブサイト（https://www.i-kasa.com/）をご確認ください。 

 

※梅田・大阪エリアで合計３５０か所以上展開されるアイカサの詳細は、株式会社 Nature 

Innovation Groupが２０２５年６月２６日に発表したリリース「傘シェアのアイカサ、旭化

成ホームプロダクツ、Osaka Metro、阪急電鉄、阪神電気鉄道、JR西日本と連携し、「傘の

いらない街 大阪」を始動！梅田・大阪エリアで本格展開を開始。」をご覧ください。 

 

 

当社によるシェアリング傘の導入は、ビニール傘の廃棄物削減に向けた取

組みであることから、「未来にわたり住みたいまち」をつくるために、「地

域環境づくり」と「次世代の育成」を柱として推進する阪急阪神ホールディ

ングスグループの社会貢献活動「阪急阪神 未来のゆめ･まちプロジェクト」

の一環として実施するものです。 

共催：阪急阪神ホールディングス株式会社 

 

 

 

阪神グループは、「“たいせつ”がギュッと。」のブランドスローガンの下、これからも一人ひ

とりのお客様の“たいせつ”と向き合い、グループ一丸となって阪神らしいブランド体験を提供し

続けることで、その信頼と期待に応えてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

 

https://www.i-kasa.com/


 

 

（参考）阪神電車の駅で展開するシェアリングサービス 

阪神電気鉄道株式会社では、駅や沿線で様々なシェアリングサービスを展開し、お客さまや

沿線住民の利便性向上を図るとともに、サステナブルな社会の実現を目指しています。 

現在、阪神電車の駅で展開しているシェアリングサービスをご紹介します。 

 

1. 自転車シェアリングサービス「HELLO CYCLING」 

２０１７年１２月１５日（金）から関西で初めて「HELLO CYCLING」（OpenStreet 株式会

社提供）を活用した自転車シェアリングサービスを導入しました。現在、阪神電車の２８駅に

設置しています。アプリを使用してレンタルができ（３０分１６０円～）、借りた場所とは異な

る場所でも返却が可能です。 

利便性の向上、放置自転車対策及び環境負荷の軽減に寄与するとともに、阪神沿線における

交通サービスの更なる充実を図っています。 

詳細は、株式会社阪神ステーションネット※のウェブサイト（https://www.hanshin-

stationnet.co.jp/bicycle/rental.html#tab）をご確認ください。 

※同サービスの運用を管理、阪神電気鉄道株式会社のグループ会社 

 

2. モバイルバッテリーのレンタルサービス「充レン」 

２０２０年１２月からモバイルバッテリーのレンタルサービス「充レン」（JUREN 株式会社

提供）を導入し、現在、阪神電車の１７駅に設置しています。スマートフォンやタブレットな

どの充電が可能で、外出時や万一の災害時にも役立つ安心のサービスです。レンタルスタンド

のＱＲコード※をスキャンしてバッテリーをレンタルができ（１泊２日３３０円～）、借りた場

所とは異なる場所でも返却が可能です。 

 設置場所などの詳細は充レンのウェブサイト（https://ju-ren.jp/）をご確認ください。 

※ＱＲコードはデンソーウェーブの登録商標です。 

https://www.hanshin-stationnet.co.jp/bicycle/rental.html#tab
https://www.hanshin-stationnet.co.jp/bicycle/rental.html#tab
https://ju-ren.jp/

